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○荒井分科員 民主党の荒井聰でございます。きょうは、総務大臣と少し大き

なテーマの話をしたいなと思ってございます。 
 大臣、最近、霞が関の若い官僚と率直に話をする機会はございますか。最近、

若い霞が関の極めて優秀な官僚たちがどんどん霞が関をやめていく。こういう

時代ですから、キャリアを積んで新しい世界に転出をしていくという働き方と

いうのは、ある意味では若者たちの一つの典型なのかもしれませんけれども、

しかしそれにしても、私は、原因はもっと別なところにあるのではないかと。

そして一方、例えば社会保険庁のでたらめだとか、あるいは、かつては極めて

優秀な成績を誇っていた警察の検挙率が急激に下がってきてしまったとかいう、

行政の質という意味で非常にドロップダウンがあるのではないか。 
 そこを一番よく感じているのが若手の官僚であって、その若手の官僚たちに

とって今の政府あるいは霞が関というのは、自分たちが感じていることを本当

に行政の中に反映できるような仕組みになっていなくなってしまったのではな

いか。そんなふうに感じて、将来の自分たちの仕事、あるいは、国のために何

かをしようとして難しいハードルを乗り越えてやってきたその世界が、実はそ

の力を十分に発揮できるような状況になっていなかったということに失望をし

ているということが見られるのではないか。 
 かつて、城山三郎が「官僚たちの夏」という有名な小説を書いていましたけ

れども、あのころの若い官僚たちというのは、自信に満ちて、この国をどうや

って引っ張っていくのかという理想に燃えていた。ところが今は、その気分が

本当になくなっている。なぜなくなったのか。それは、私は、政治の、あるい

は大臣の責任がとても大きいんだと思うんです。 
 こんな点、大臣、最近どういうふうにお思いですか。また、若い官僚たちと

そんな形で議論したことはございますか。 
 
○麻生国務大臣 あるかと言えば、私六十五ですけれども、私の世代にしては

若い人と結構やっている方なんだと思いますが、荒井先生、これは幾つか考え

ないかぬところだと思っています。少なくとも、もうかなり前から人事院総裁

が東大総長のところに来て、もう少しいいやつに行政職試験を受けさせてくれ

と。いいやつは司法試験を受けて行政職を受けないということを東大総長に頼

みに行っていたという事実があります。もうかなり前の話です。 



 もう一つは、やはり開発途上国においては、僕は中央によります計画経済と

いうのも結構効果を発揮し得ると思いますけれども、ある程度経済が成熟して

くると、なかなか官僚主導、業界協調という形のものではなくなってくる。い

ろいろ今、地域主権とか地域分権という言葉に言われるように、いろいろな意

味で、国民の欲しいものも、三つぐらいでは、とても三種の神器とか三Ｃとか

いうような時代でなくなってくると、多様化してくると、やはりいろいろな意

味で官僚というものの要求される質が変わってきたと思うんですね。 
 例えば、日本の官僚は優秀だけれども、では、アメリカの官僚は優秀か、イ

ギリスの官僚は優秀か、ドイツの官僚は優秀かと言われたら、それはみんな、

ちょっと大したことないんじゃないかなと、これはみんな官僚なら知っていま

すよ。一対一でやればみんなそう思いますから。 
 そういった意味では、官僚よりもっと優秀なのが、弁護士、司法に行ったり

ビジネスに行ったり、いろいろ政治に行ったりしていたんだと思いますので、

そういった意味では、学校によって優秀か優秀じゃないかが決まると思うほど

世の中簡単じゃありませんけれども、結構優秀な学生が、行政に行かずに、司

法に行ったり実業界に行ったりいろいろなことをするのは、それは決して一方

的に悪いわけではないと私は思っています。これがまず第一、認識として。 
 もう一点、官僚の意識として今言われました点は大変大事なところなんです

が、士気が下がるというのは非常に問題なんだと私は思っております。会社で

も同じことですけれども、士気が落ちるというのは非常に大きいマイナスポイ

ントなんだと思います。 
 今、やはり役人というものをやって、最終的に仮に次官までいって給料幾ら

ですかといえば、二千三百万円ぐらいか四百万円ぐらいか、知らないけれども、

次官やったことないからわかんないな、そんなものですよ。二千三、四百万だ

と思うんですね。傍ら、ＮＨＫで三千万ぐらい、三千ちょっとだと思うんです

ね。民放の方は一億皆いっているという時代になってくると、天下りもない、

給料は安い、官官接待もない、何でおまえ官僚やるんだ、お国の行政はそこそ

こ成熟しておるやないかというと、何となく、自分を生かす、やりたいという

ことはもっと別のところにあるんじゃないかという気になってきているという

社会全体の風潮があるんだと思います。 
 そういった意味では、一概に悪いとばかりは言えませんけれども、ただ、私

どもは、いわゆるモラルとか士気とか倫理とかいうところが、質に合わせてそ

っちの方も低下してくるというのは、こっちこそがゆゆしき問題かなという感

じが率直な実感です。 
 
○荒井分科員 今大臣が最後に言った士気の低下、そこが一番問題なんだと思



うんですよね。国の金を使って研修をしたりあるいは留学したり、極めて優秀

なのが、それが終わったら外資系の会社に行ってしまう。 
 私は、彼ら若い官僚にとっては、知的好奇心とか知的関心とかいうものから

いけば、行政というのは物すごくおもしろい世界だと思うんですよ。それがど

こかでリプレースして、給料の高いところに行ってもいいやというそのチェン

ジする心というものを私は行政の責任者というのは十分認識すべきだと思うし、

そういう優秀な人材が組織から出て行ってしまうということ自体を反省する、

あるいは恥ずかしいことだというふうに考えるべきだというふうに思うんです

ね。 
 ところで、どうしてそういうふうにリプレースしてしまうのかというと、自

分たちが求めている理想的な行政がやはり実施できていないからなんだと思う

んですね。最近の、先ほどもちょっと言いましたけれども、基本的な行政の部

分について極めて失敗が多い。 
 例えば、年金計算のときに一番大事な出生率の計算なんというのは、これは

ある意味では非常に専門的なものですけれども、それをベースにしていろいろ

な計算をしていくわけですから、その出生率の計算のところで間違えていると

いうことは、これはすべてのところでの間違いにつながっていくわけですよね。

そこをちゃんと是正できていない。 
 あるいは社会保険庁が、四百万も五百万も年金未払い人がいる、これは行政

の基本的な仕組み自体に問題がある、恐らくそこで働いている人たちはみんな

そう思っていたと思うんですよ。でも、それが是正できなかった。それがなぜ

なのかということについて、ちゃんとした政府内でのしっかりとした反省とか

評価とか、そういうものがしっかりなされていないんではないか。 
 これは、私は、政府の中の検査機関というのは、会計検査院と並んで行政評

価局とか行政管理局の役割というのは物すごく大きいと思うんですよ。もしも

数年前に、社会保険庁のああいう問題点についてしっかりと是正をすべきだ、

そういう評価なり勧告をしていたら私は状態が変わっていたんじゃないかと思

うんですけれども、このあたりどうですか。 
 
○麻生国務大臣 今、社会保険庁の例を言われましたけれども、これはもう荒

井先生御存じのように、集金するシステムが、昔は自治省の市役所、区役所で

全部やっていたんですね。それがあるとき社会保険庁でじかでやるというとき

に、私どもとしては、失礼ですけれども、おたくら全部足して支店は三百、自

治省を全部足しますと三千百、十分の一に下がったら集金は十分の一に下がる

ぐらいの覚悟をしておかぬととてもできませんよということを当時政治家の立

場で申し上げたことがあるんです。結果的に、自分で始められることになって



どんと落ちたというのは事実だと思うんです。言うなれば、仕組みが悪いとい

うことはこの社会保険庁の集金のことに関しては言えると思っております。い

ろいろシステムとして、厚生労働省と一緒になったんだから、労災保険だって、

保険だってみんな一人のやつが一緒に集めればコストは三分の一に下がるんじ

ゃないか、単純計算すればということにもなりますので、そういったようなこ

ともこれはあわせて考えておかなきゃいかぬところなんだと私どもも率直にそ

う思います。 
 また、自分のところの社会保険庁の例で、今、自分の年金がどうなっている

かというのを聞きに行く場所は三百しかないわけですから、一選挙区に一つし

かないと思っていただいてよろしいので、そこまで行くというのは結構大変な

話なので、そこまでわざわざ行ったら、わあっと人が殺到しているものだから

二、三時間待って、自分のあれを聞くのに三分か四分というんだったら、自分

の自己認証がはっきりわかる住基ネットなら住基ネットを使って、これを入れ

れば、自分の今払っている額、将来もらえる額が幾らというのが出るようなシ

ステムにしたらどうだと、これは、行管局として正式に社会保険庁、厚生労働

大臣に対してこれは勧告を昨年いたしております。 
 社会保険庁に限りませんけれども、その他いろいろ私どもも、このたびやり

ました農林統計局は、今こんな数要るはずがないではないかということで、農

林統計局はかなりな数、千何百人今度減らすことになっておりますし、食糧庁

というのを今ＢＳＥ対策の方にずっと移したり、いろいろなことをさせていた

だいておりますので、そういったようなことを含めまして行管局としての仕事

は非常に大きいと私も思います。 
 会計検査院より、こっちの全体の組織というものを今の時代に合わせた組織

に対応をするようなあれを、ちょっと、おたくの役所こうなんじゃないのと言

えるのは、役所の中じゃなかなか言いにくいところだと思いますので、行管の

仕事というのは、ある程度、好かれることはないと思いますけれども、やらな

きゃいかぬ責務があるだろうと私も思います。 
 
○荒井分科員 今月号の文芸春秋なんですけれども、この文芸春秋の中に、立

花隆、私は、今、日本の評論家の中で最も知的に高い評論家だと思いますけれ

ども、彼が「日本の敗北 核融合と公共事業」という一文を書いております。 
 これの中で、日本が今進めている熱核融合、ＩＴＥＲという技術があるんで

すけれども、このＩＴＥＲの技術は本当に将来性があるのかどうか。このＩＴ

ＥＲという技術に何千億もかける、このＩＴＥＲの施設を、日本とヨーロッパ、

本当はもう一つアメリカの三者でそれの誘致合戦をやっていたんですけれども、

アメリカはおりたんですよね。それで、今はヨーロッパか日本のどっちかでこ



の熱核融合の施設、何千億をかける施設をつくろうということで、文科省が中

心になって一生懸命誘致合戦をやっています。 
 それに対してこの立花隆は、このＩＴＥＲという技術は、将来性はない、ア

メリカは別の技術に転換している、その技術はむしろ日本の大阪大学がつくり

出した技術だったんだ、文科省が熱核融合にはこの技術なんだということを率

先したために誤った方向に進んでしまったということを書いています。 
 私は、これはぜひ評価局やあるいは総務大臣に知っておいていただきたいと

思うんですけれども、今の原子力政策というのは本当にこれでいいのか。旧科

学技術庁が中心になってやっていたけれども、科学技術庁というのは、やはり

産業界との関係というのはそんなに大きくないですよ。研究者の集団ですよ。

そういう研究者の集団に日本の原子力政策の大宗というものをずっと任せてい

たというよりも、私は、旧通産省、今の経産省が、原子力については面倒くさ

いからと全部押しつけていたんじゃないかと。本当に今必要な原子力政策とい

うものを、最も必要としている産業界との深い関係のある経産省が逃げていた

んでは、日本の原子力政策なんてできないですよ。 
 このＩＴＥＲの問題に絡んで行政評価局はどんな行動を今までとってこられ

たのかというのが大変私は興味のあるところなんですけれども、別に通告はし

ていないですから結構なんですけれども、そういうのが実態なんですよね。私

は、多分立花隆の指摘することが当たっているんだと思うんですよ。行政評価

というのは、科学技術に関してはなかなか踏み込めない、新しい技術に関して

はなかなか踏み込めないというところがあるんですけれども、しかし、それな

らば、行政評価局の評価の仕方自体をもう一回考えてみる必要があるんじゃな

いですか。自分たちだけで今やっておられるんだと思うんだけれども、そうじ

ゃなくて、外部の知識人あるいは諸外国の知識人も入れたようなボードをつく

って、その中で専門的なものをもっと評価のあり方、手法というものについて

見直しをしていく、そういう時代になっているんじゃないですか。大臣、いか

がですか。 
 
○麻生国務大臣 文部省というところで、大学を所管していますので、博士号

をやるんですけれども、文部省の役人で博士号を持っているのはいないと思う

んですね、私の知っている範囲では。それが博士号の査定をやるのはおかしく

はないかということになったらどうするという話をして、当時だれも返事がで

きなかった記憶があるんですけれども。今言われたように、そういったものの

わかるところは、外にそういったプロがいるんだったら、そういったのを使っ

て決める、その人たちの発想を聞くという柔軟性というのは大変大事なものな

んだと思うんです。 



 ＩＴというのを始めましたときに、少なくとも、各役所で全然これはうまく

いかずにごちゃごちゃになりましたときに、党でやることにしたんですけれど

も、そのときには、そういったことを決める偉い方というのは、これまたＩＴ

は全然わからぬという、六十以上でこんなことをやっている人というのは余り

いませんから。そこで私どもは、選挙は弱いけれどもＩＴは強いという代議士

がいっぱいおりますので、そればかり十何人集めて、各役所とｅ―Ｊａｐａｎ

計画というのをやり始めたんです。ところが、役所の方も、局長あたりの決裁

権があるのは、これはＩＴは全然わからぬというようなのばかりがずっと出て

きますものですから、単語は通じないし話は通じないし、もう全然話になりま

せんから、とにかく一人わかるやつを出せ、それで、わかるやつに決裁権も与

えろ、そうしないとこの会議に来ても意味がないというので、毎週一時間、か

れこれ一年少々やったんだと思うんです。結果として今どうなったかというと、

そのときに、当然、外部の人も講師にいっぱいそこに呼んで、外国人も呼んで

いろいろした結果、今日、日本というのは、行政手続オンライン化法というの

を一昨年の二月に法案を通して、五万一千本の法律を一本の通則法で変えてと

いうことまで成功させたことをちょっと今思い出したんです。 
 そのときに、やはり外部の人の意見の採用というのは結構大きかったと思い

ますね。最終的に決断するのは、それは私ども政治家が決断することになるん

ですが、それを全部まとめて内閣に上げて、内閣もそれをそっくりそのまま採

用して、今日、世界で間違いなく最も進んだ電子化された政府、現段階では多

分間違いなくそうです。最速のブロードバンド、最低の料金等々を含めまして、

行政手続はほぼ九七、八％書類は要らないことになっております。 
 そこらのところがうまくいった経験からいきますと、今御指摘のあったとい

うか御提案のあったところというのは、いろいろその種のプロを呼んでくるべ

き、意見を聞かせるべきというのは、まことに正しい指摘だと思います。 
 
○荒井分科員 今、大臣から、行政評価の仕方についても検討を加えていくと

いう答弁ですが、今までのやり方と違うやり方というのもぜひ模索していただ

きたいなと思っているんですね。 
 そんな中で私、最近非常に気になっています二つの事例があるんです。時間

がないですから二つ一遍に言ってしまいますけれども、一つは、犯罪の検挙率

が低下をしてしまったということですね。 
 最近の犯罪は、例えばおれおれ詐欺でありますとかあるいはやみ金融であり

ますとか、これはほとんど警察庁の生活安全局が対応しているんですね。生活

安全局は大変優秀な局ですからそれでいいんですけれども、しかし、おれおれ

詐欺にしてもやみ金融にしても、その根っこのところは広域暴力団なんですよ。



広域暴力団が、ある種の新しいビジネスを求めてそういうおれおれ詐欺やある

いはやみ金融の世界の中に入ってきた。これを取り締まるのは、私は、生活安

全局だけではなくて、広域暴力団を扱っている刑事局がもっと前に出ないと、

本来的な解決の手法というものができないんじゃないかというふうに思うんで

すよね。そのあたりは評価局で一度検証してみるべきなんではないかというふ

うに私は思いますね。 
 それから第二点が、最近、京都議定書というのが二月十六日に発効いたしま

した。これは、日本が中心になって、京都でこの京都議定書、ＣＯ2 を削減しよ

うという世界条約の骨格をつくったわけです。ある意味では、私は、日本が世

界に環境問題で発信できる、あるいはその主導性を世界に主張できた大変いい

事例だと思うんですよ、京都議定書は。しかし、京都議定書が発効してしまっ

たら、きゃあっとみんな騒いでいる、驚いている。本当は六％の削減でよかっ

たはずなのが、いつの間にか一四％の削減になってしまった。発効した瞬間か

らもう実現できないという事態になってしまった。これは、恐らくこの六％な

り一四％のギャップの中には、原子力発電所の立地がどのぐらいかというとこ

ろにミスカリキュレートがあったんだと思いますよ。 
 しかし、日本が誇る環境政策の一番大事なところは、日本が率先して守れな

かったというのは物すごいばかげた話で、どこに、そのプロセスの中に誤りが

あったのか、あるいはミスがあったのかというのを私ははっきりさせるべきだ

というふうに思うんですよね。 
 それで、こういうポイント、ポイントのところで日本は大きな改善をしてい

かなきゃ、仕組みとして改善していかなきゃ、そして、その仕組みの改善に行

政評価局という局が果たす役割は物すごく大きいと私は思うんですけれども、

大臣、いかがですか。 
 
○麻生国務大臣 今の御指摘に限らず、行政評価局の指摘というのは、これは、

今後の予算の査定、いわゆる行政評価に基づいて、予定と結果とはこんなに違

っておるではないかという点を指摘して、よって来年度の予算は、この点はで

きなかったんだからということで、少なくとも、道路のあれはできた、五年た

っても全然着手できなかったとか、十年たって全くだめになったのは全部やめ

ということを含めて、こういうのはきちんとすべき。 
 私は、評価局というのは、この間も総理と話したんですが、これが多分一番

今後のかなめになりますと。私もそう思いますので、行政評価局、今、京都議

定書の話がいろいろありましたけれども、いろいろ数として、何といいますか、

幅広いテーマというのかな、そういったものをさらに呼びかけていかないかぬ

ところだと思います。 



 いずれにしても、これを実際に国民にとって関心の高いテーマというのに関

して今のような話なんだと思います。どうも、役所におりますと、国民の関心

の高いテーマより目の前の自分が追われている仕事の方に、どうしてもそっち

に行きますので、そこらのところは、こういうテーマについてということはち

ょっと別な観点から指導せないかぬところかなと思って、今は参考になりまし

た。 
 
○荒井分科員 そこで私は、行政評価局というのが総務省にあるのが本当に適

切なのかどうかと。もっと中立的な機関にするとか、あるいは、少なくとも、

公正取引委員会の所管が内閣府に移ったように、中立的でかつ勧告権を伴うよ

うなそういう組織形態に改めることも検討したらどうなのかというふうに思う

んですが、ここはいかがですか。 
 
○麻生国務大臣 今の御指摘は、これは内部監査を含めていろいろ考えないか

ぬところなんだと思いますが、今すぐ第二次再編というところは、行き着くと

ころはそこになるんで、そういった意味では、林野庁を外して環境省にくっつ

けた方がいいんじゃないかとか、巷間もういろいろ言われていますのはいっぱ

いありますので、そういった意味で、取り急ぎ今直ちにこういう変更というこ

とを考えているわけではありませんけれども、今御指摘のところを含めまして

この評価の話は極めて大きいところだと私どもも思っておりますので、内部監

査を含めてもう少しきちんとした対応をしていかねばならぬものだ、私もそう

思っております。 
 
○荒井分科員 私は、橋本行革の十二省庁再編というのは、そろそろもう一回

見直したらどうなのか、本当にあれが効果的な行政を発現するための行政改革

だったのかどうか、どうも違うんじゃないか、単にくっつけただけで、くっつ

けたことによる弊害の方がむしろ大きくなっているんじゃないか、そんなふう

に思いますので、行政改革を担当する大臣として、ぜひそのあたりも含めて私

は検討するべきだというふうに思います。 
 さらに、会計検査院とか、あるいは財政当局の大蔵省と行政評価局がどうい

うふうに連携をしていくのか、現時点でどんな形にそこはなっているのかとい

うのを、もしも事務当局で説明していただけるとありがたいんですけれども。 
 
○田村政府参考人 今御指摘の、会計検査院それから財務省主計局との連携で

ございますが、会計検査院とは定期的に、私どもの行う行政評価監視のテーマ

と会計検査院が行う会計検査の検査報告について意見交換をしておりまして、



相互にダブらないように役割分担をするようにということでやっております。 
 それから、主計局が新たに始めました予算執行状況調査につきましても、ど

ういうテーマにするかというのは、私どもの行政評価監視と、これも連携をと

ってお互いに効果が上がるようにということで、ここ二年ほどという形で、連

携を強化するということで三者意識を統一して当たっておるところでございま

す。 
 
○荒井分科員 いずれにしても、私は、小さな行政評価とかあるいは小さな会

計検査とかするべきじゃないと思うんですね。まあ、するべきじゃないという

のは、そこもやってもいいんですけれども。 
 そういうのばかりをほじくっていて、実は、公共事業が十年も二十年も工事

もできないで、その間ずっと調査費ばかりつけていて、その累積が数百億にな

ったなんという大型公共事業、あちこちにありますよ。あるいは、公共事業の

発注の際に本当に公正な契約条件が設定されているのかどうかとか、どうして、

大きなむだが出そうなところ、出ているのではないかとつぶやかれているよう

なところを行政評価なり会計検査の対象にしないのか、私は不思議で仕方がな

いんですね。もっと大きな、国民が本当に関心を持っている、先ほど大臣はお

っしゃっていたけれども、関心を持っているところに光を当てていく、それを

開示していくということが皆さんの大きな仕事だと思います。 
 ぜひそういう点をしんしゃくして、行政評価というのは私は極めて大きな仕

事だと思います。そして、その結果が恐らく、冒頭私は言いましたけれども、

若い官僚たちの士気を高めていくことにつながっていくんだというふうに思い

ますので、ぜひ頑張ってください。 
これで終わります。 
 


